
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

階層性のある公共交通ネットワークを形成するためには、基幹公共交通から地域公共交通までの各ネッ
トワークにおいて、それぞれの役割に応じた機能を確保する必要がある。 

具体的には、都心と拠点地区、拠点地区相互を結ぶ基幹公共交通については、公共交通体系の中心的な
交通軸として、速達性・大量性・定時性に優れたサービスを提供する必要がある。一方、地域公共交通に
ついては、買物や通院等の日常的な生活ニーズに対応した交通を確保するため、安定性・継続性・柔軟性
のあるサービスを提供する必要がある。 
また、各ネットワークを結びつける交通結節点においても、それぞれの役割に応じた機能を確保する必

要がある。 

交通結節点の分類（役割）と求められる機能 

 

１ 公共交通の機能強化策の検討に当たっての基本的な考え方 

前回（平成２５年１２月４日）の特別委員会において示した「めざすべき公共交通体系」、「公共交通体系づくりに向けた取組方針」及び「公共交通ネットワークの形成イメージ」からなる公共交通体系のあり

方を踏まえ、公共交通の機能強化策の検討に当たっての基本的な考え方を整理した。 

前回の特別委員会で示した公共交通体系のあり方 

 

公共交通の機能強化策の検討に当たっての基本的な考え方 

各ネットワークに求められる機能 

●速達性 

●大量性 

●定時性 

●安定性・継続性 

●柔軟性 

（きめ細かなサービス） 

地域 

 

 

 

基幹 

郊外部補完公共交通 

ネットワーク 

地域公共交通 

ネットワーク 

基幹公共交通 

ネットワーク 

都心と拠点地区、拠点
地区相互を結ぶネッ
トワーク 

・ＪＲ 

・アストラムライン 

・広電宮島線 

・基幹バス 

デルタ内におけるネット
ワーク 

・路面電車（ＬＲＴ） 

・都心アクセス補完バス 

郊外部におけるネット
ワーク 

・郊外部アクセス補完
バス 

上３つのネットワークで
はカバーできない地域に
おけるネットワーク 

・地域バス 

めざすべき公共交通体系 

都心と拠点地区を連携強化する

公共交通ネットワークの形成 

高齢者をはじめとする市民が

過度に自動車に頼ることなく

生活できる集約型都市構造の

実現に向けて、それを支える公

共交通体系の構築をめざす。 

 

集約型都市構造を支える 

公共交通体系

[都市全体] 

 

集約型都市構造実現のため

の公共交通の充実・強化 

基幹・準基幹公共交通のネッ

トワーク強化 

デルタ周辺の交通拠点から 

都心へのアクセス強化 

「都市の顔である」都心の魅力

を高め、都心への来訪者の誘因

を図るため、都心の魅力づくり

を支える公共交通体系の構築

をめざす。 

 

都心の魅力づくりを支える 

公共交通体系 

[都心] 

 

公共交通による都心への

アクセス強化 

デルタ内の移動の円滑化 

路面電車やバスなど公共交通が

充実しているデルタ市街地にお

いて、効率的なサービスを提供

する公共交通体系の構築をめざ

す。 

 

効率的なサービスを提供する 

公共交通体系 

[デルタ市街地] 

 

路線の再編による効率化 

（過密状態の解消） 

公共交通サービスを十分受

けられない地域の解消 

持続可能な生活交通の確保 

郊外部の地域特性に応じて、安

定的・継続的なサービスを提供

する公共交通体系の構築をめざ

す。 

 

安定的・継続的なサービスを 

提供する公共交通体系 

[郊外部] 

 

路線の再編による安定的・継

続的な維持 

生活交通の不便な地域の解消 

公共交通体系づくりに 
向けた取組方針 

階層性のある公共交通 
ネットワークの形成イメージ 

こ
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部線の輸送改善（ア(ｱ)） 

ａ長井・荒下地区を含む 

河戸エリアまでの電化延伸 

ｂ緑井・可部間の１０分ヘッド化 

ＪＲ可部線の輸送改善（ア(ｱ)） 

ａ長井・荒下地区を含む 

河戸エリアまでの電化延伸 

ｂ緑井・可部間の１０分ヘッド化 

ＪＲ芸備線の輸送改善 

（ア(ｲ)） 

（下深川・広島間の１０分 

ヘッド化） 

広域公園前駅
から西広島駅
ま で の 延 伸
（イ(ｱ)） 

広島空港へのアクセス
性の向上（エ(ｴ)） 

（広島空港リムジンバス） 

超低床車両（ＬＲＶ）の導入（ウ(ｱ) ） 

信用乗車方式の導入（ウ(ｲ)） 

 

 

[北方面] 

[西方面] 

[東方面] 

[デルタ市街地] 

 

 

  

    

  

  

  

  

  

  

  

  

  

    

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 
  

    

  

  

  

 

  

 

 

 

 

⑴ 基幹公共交通ネットワークを構成する路線のイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

【基幹公共交通ネットワークの考え方】 

   ・集約型都市構造を支える公共交通体系の構築をめざし、都心と拠点地区、拠点地区相互を連携強化

する公共交通ネットワークの形成に取り組むため、こうした地区を結ぶ既存の軌道系ネットワーク

や基幹バス※、さらには、別紙２のとおり延伸方面を絞り込んだアストラムラインの西広島駅ルー

トを基幹公共交通ネットワークとして位置づけた。 

・今後、交通需要等を見極めながら、ネットワークの追加を検討する。 

※基幹バス：都心と拠点地区、拠点地区を相互に結ぶ、軌道系に準ずるような基幹的な路線 

（ただし、人口集積があって鉄軌道のない地域と都心間を運行する路線は、基幹バスに含める） 

 

⑵ 基幹公共交通の機能強化策（案） 
 

ア ＪＲ 

   (ｱ)  ＪＲ可部線の輸送改善  

    ａ ＪＲ可部線の河戸電化延伸○速○大○定  

      長井・荒下地区を含む河戸エリアまでの電化延伸 

    ｂ 緑井・可部間の１０分ヘッド化○大  

      行き違い施設の整備等によるピーク時の１０分間隔運行 

   (ｲ)  ＪＲ芸備線の輸送改善（下深川・広島間の１０分ヘッド化）○大  

      行き違い施設の整備等によるピーク時の１０分間隔運行 

   (ｳ)  ＪＲ在来線の快速電車の運行○速  

      快速電車の運行拡大（通勤ライナーなど） 

(ｴ)  ＪＲ在来線の車両設備の改善、車両の増設○大  

      車内設備の改善や新型車両の導入 

イ アストラムライン 

   (ｱ)  広域公園前駅から西広島駅までの延伸○速○大○定  

      アストラムラインを西広島駅まで延伸し、ＪＲ山陽本線と接続 

ウ 広電宮島線 

   (ｱ)  超低床車両（ＬＲＶ）の導入○速○大  

      加減速性能に優れ、低騒音、低振動、超低床構造の高性能車両の導入    

   (ｲ)  信用乗車方式の導入○速○定  

     すべての扉からの乗降を可能とする信用乗車方式の導入 

 

 

 

 

 

 

エ 基幹バス 

   (ｱ)  軌道系公共交通機関で結ばれていない拠点地区間等における基幹バスの拡充○速○大  

      基幹バスの路線新設や運行本数の拡充 

   (ｲ)  バス走行環境の向上○速○定  

      バス専用レーン等の遵守策や公共車両優先システム（ＰＴＰＳ）の拡充 

(ｳ)  急行バスの拡充○速○大○定  

      急行バスの運行路線や運行本数などを拡充 

(ｴ)  広島空港へのアクセス性の向上（広島空港リムジンバス）○速○大○定  

      広島空港リムジンバスの利便性向上に向けた新規路線の開拓や既存路線のバス停追加など 

≪機能強化策の末尾に記載している○速は速達性、○大は大量性、○定は定時性が現状に比べて向上に資することを示す≫ 

 

⑶ 基幹公共交通の機能強化策（案）の位置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 基幹公共交通の機能強化策（案） 

本市の公共交通体系の中心的な役割を担う基幹公共交通ネットワークについて、前記１で整理した「公共交通の機能強化策の検討に当たっての基本的な考え方」に基づき、速達性・大量性・定時性の向上に資

する機能強化策（案）を現時点で想定できる範囲で整理した。今後、特別委員会や広島都市圏バス活性化推進会議での議論等を踏まえ、機能強化策の追加・充実について検討する。 
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